
教育目標

進んで学ぶ子

思いやりのある子

笑顔はじける元気な子

６月１日から全国各地で本格的に学校が再開されました。とても長い３か月でした。学校や社

会が普通に動いていることの大切さを強く感じました。今後はこれまでの遅れを取り戻すべく、

計画的に進めていきます。徐々に感染が収まってきたとはいえ、まだまだこの感染症を軽視する

ことはできず、学校も社会も新たなスタンダードを確立していかねばなりません。何が安全で、

何が危険なのか、何ができるのか、何をしてはいけないのか、これからしばらくは情報を収集し、

検討しながら進めていくことになります。

６月１日～ 学校再開

授業が再開されました。以前と様子

が違うのは、全員マスク着用。座席の

間隔もやや広めです。各教室には消毒

用スプレーが常備されています。それ

でも、久々の授業に、子ども達はこれ

まで以上に真剣な様子です。休み時間

は外で元気に遊び、やっとあるべき学

校の姿に戻りつつある感じです。

５月８日 サツマ苗を植える

学校支援ボランティアの皆様の協力により、畑を耕してサツマ

苗を植えました。当初予定していた 5 月 18 日には学校が再開され
ないことが決定し、やむを得ずボランティアの皆さんと職員で植

え付けをしました。植えてすぐの日照りや、シカ・タヌキ（足跡

から）の食害により危機がありましたが、周囲に柵をめぐらせて、

どうにか安定した成長段階に入りました。

各方面の皆様より、子ども達に必要なものを多数御寄贈いただきました。
① 3 月 都賀町の中村和男様より、新入生に黄色い傘を２本ずついただきました。

② 4 月 西方更正女性部の皆様より、１年生に手作りの雑巾をいただきました。

③ 5 月 人権擁護委員の鮎田博様・洋子様より、１年生に手作りのマスクをいただきました。

④ 5 月 学校薬剤師の山中好夫様より、消毒用アルコールをいただきました。

⑤ 6 月 人権養護委員協議会第一部会様より人権の花及びトートバッグ等の贈呈を受けました。

⑥ 6 月 真名子地区育成会様より、非接触型の体温計をいただきました。

⑦ 6 月 西方わくわく隊様、西方子どもネットワーク様より、マスク、消毒用アルコール、噴霧

容器をいただきました。

心より感謝申し上げます。

お願い

◯昨年度 12 月より資源ごみ回収における古紙の価格が大幅に下がり、収益が激減してしまいま
した。そのため、今年度は価格下落の少ないアルミ缶の回収を拡大したいと考えています。資源

ごみ回収は昨年度と同様に８月末、１月中旬に実施を予定しています。ついては、保管場所の確

保も難しいことと察しますが、地域の皆様には現状をご理解の上、ぜひご協力をお願いします。

なお、新聞紙・雑誌・段ボールの回収も変わらず実施しますので、宜しくお願いします。
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５年生の授業 教室には消毒スプレー



新型コロナウイルス感染防止 ～学校における対策～（概要）

○日々の学校生活での対策

・毎日検温し、体調の具合と共にチェック表に記録します。

・発熱や体調不良があれば登校しないようにします（出席停止扱い）

・外から校舎に入る時はウイルスを持ち込まないように手洗いや消毒を徹底します。

・密閉空間に集まらないようにします。こまめに換気を行います。

・人と話をする時は必ずマスクをします。また、唾が飛ばないように控えめの声で話します。

・人との距離を保つようにします。登下校でも児童同士の距離を適切にとるように指導して

います。

・あいさつは（元気な方が良いのですが）、少し控えて

「爽やかな気持ちの伝わるあいさつ」とします。

○授業での対策

・座席は間隔を広くとり、向かい合わせにならないようにします。

・座席が向かい合わせとなる特別教室は座席を分散し、使用も必要時に限定します。

・子ども同士の話合い活動は必要性を考慮して、最小限にとどめます。

（コミュニケーションが主な活動となる外国語はピンチ。方法を工夫します。）

・体育等の授業で、接触する活動は避けるようにします。

・音楽では声を出す歌や、笛等の楽器演奏は、しばらく控えます。

・学用品の貸し借りは、原則しないこととします。

・教員の指導時も児童との距離をとり、マスクを着用します。

・教師の声もやや控えめにして、それでも集中して聴けるように指導していきます。

○給食での対策

・給食当番を行う児童・職員は体調や症状のチェックを厳密に行います。

・白衣やエプロンは複数の児童で使い回ししないようにします。（洗濯してから引き継ぐ）

・配膳時に量の調節を行い、食べた後の「おかわり」は行わないことにしています。

・座席はグループや向かい合わせにせず、距離をとるようにしています。

・食事中の会話は控えるようにしています。

・昼食後の歯磨きは飛沫が散らないように注意し、すすぎも間隔を空けて静かに行います。

・放送室が狭く密閉空間なので、委員会活動の放送当番は１人ずつ、短時間活動にしています。

○その他

・学校支援ボランティアによる授業等への直接的な協力は、しばらくの間見合わせています。

・児童が下校した後に、職員が校内の消毒作業を行います。

・トイレや流しの清掃は職員が行います。

・感染が発生した場合の経路調査のために、各自行動記録をつけることにしています。

・学校行事の開催は、その可否を慎重に判断していきます。

以上のように、学校ではこれまでになかった細かな注意を払うようになりました。相手は目に

見えないウイルスで、どこに潜んでいるかわかりません。一度感染が確認されれば、教育活動に

大きな影響が出るだけでなく、社会的・経済的な影響にもつながりかねません。そして何より、

地域の皆様の健康と安全を守るために、ご家庭、地域一体となって十分注意されますようお願い

いたします。


